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「学校楽しぃーと」，「SNSチェックシート」
のアセスメントを基にした支援策の立案

「学校楽しぃーと」，「SNSチェックシート」をいかに的確にアセスメントし，指導・支援

に生かすことができるかが，困り感をもつ児童生徒の支援には重要となる。ここでは，担任

とスクールカウンセラーが連携した支援策立案に向けた取組について提案する。
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対 象

校 種

小学校 中学校 義務教育学校

高等学校 特別支援学校

「学校楽しぃーと」，「SNSチェックシー

ト」のより効果的な活用を図る「生徒指導実

践力向上プログラム」や移動講座，校内研究

支援などの講義・演習を受講した先生方から

次のような感想・意見が寄せられた。

そこで本稿では，「学校楽しぃーと」，

「SNSチェックシート」の結果から気になる

生徒としてスクリーニングした事例を基に，

どのようにアセスメントし，支援策を立案す

ればよいかについて具体的に述べる。

１ 事例概要 対象生徒（中学３年Ａ子）

(1) 出席状況

・ 小学校（４～６年）･･･８日以内の欠席

・ 中学１年生･･･10日の欠席，２年生･･･34

日欠席，３年生（１学期）･･･８日の欠席

○ 「学校楽しぃーと」の良さは分かってい

るが，学級38人の生徒一人一人を分析す

るポイントが分からない。

○ 校内研修でレーダーチャートの見方や

下位項目に注目することは何となく理解

出来たけど，それをこれからどのように

つないでいけばいいのか分からない。

○ 「学校楽しぃーと」，「SNSチェック

シート」の二つのシートをどのように関

連させればいいのか分からない。

(2) 本人の状況

中学３年の５月，３人グループの人間関係

で悩み，登校をしぶるようになる。登校を促

す母親と言い合いになることがあった。

小学６年生の時に，母親との連絡用にス

マートフォンを持ち始め，中学２年生の３学

期頃から，毎日，深夜１時頃までLINE仲間と

メッセージのやり取りをしている。母親がス

マートフォンを取り上げようとすると，ひど

く抵抗し，暴れることもあった。

２ アセスメント及び支援策立案に向けて

(1) 担任によるアセスメント

「学校楽しぃーと」，「SNSチェックシー

ト」の結果は図１，２のとおりであった。Ａ

子の担任は，以下のようにアセスメントした。

〈 担 任 の ア セ ス メ ン ト 〉

○ 「学校楽しぃーと」のレーダーチャー

ト」をみると，「友達との関係」，「心身

の状態」，「学級集団における適応感」，

「自己肯定感」が低い状態にある。

○ 友達から無視されたり悪口を言われたり

する「いじめ」がある。

○ 「SNSチェックシート」から，ほぼ毎日，

２時間以上，ほとんど学校外のメンバーと

SNSでやりとりをしている。

○ 「『SNSを巡るトラブル』発生後の対処

の意識」，「『即レス』の悩み・負担感」，

「『SNS利用のやりとり』の親和性」に課

題がある。



(2) スクールカウンセラー（SC）と連携した

取組

担任は，SCにＡ子さんの今後の支援につい

てアドバイスを求めた。以下に，担任とSCと

の面談の様子を示す。下線部は，そのやり取

りの中でアセスメント及び支援策の立案での

ポイントとなるところである。

Ａ子さんの「学校楽しぃーと」と

「SNSチェックシート」のアセスメン

トをしてみました（前頁）。それを

基に今後のＡ子さんの支援策を考え

ていきたいのでアドバイスをお願いします。

分かりました。Ａ子さんの状況は

大体把握しています。先生がアセス

メントして特に気になる点はどこで

しょうか。

「友達との関係」，「心身の状

態」が心配です。今，学校に来たが

らないのも，友達とのトラブルが原

因だと考えています。それに，毎日

深夜までLINEのやり取りをしていることで，

生活のリズムが乱れ，朝起きられないことも

要因ではないかと考えています。

Ａ子さんのSNSのつながりは，ほと

んどが学校外のメンバーですね。他

に気付いたことはありますか。

「自己肯定感」も全項目「２」を

付けているので，「自己肯定感」を

高めることが必要かなと思います。

「友達との関係」がよくなれば改善

すると思います。それに，「『即レス』の悩

み・負担感」と，「親和性」があることが心

配ですね。LINEにのめり込んでやめられない

状況のようです。

先生は，「友達との関係」がよく
なれば「自己肯定感」も高まると，
そして，LINEでやり取りする時間が
減れば，生活の乱れもなくなり,学校にも来
られるようになるのではないかとお考えな
んですね。

はい，特にスマートフォンの使い

方については，家庭に相談して，こ

のままの状態が続くようでしたら解

約をお願いしようと思っています。

そうですか。では「友達との関
係」について，先生はどのようにお
考えですか。

図 １ 「 学 校 楽 し ぃ ー と 」 の 結 果

図 ２ 「 S N Sチ ェ ッ ク シ ー ト 」 の 結 果
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落ち込むことがある。 学級の中にいると，明るく楽しい気持ちになる。

観点

学級は，目標やルールが大切にされているので，安心し
て居心地よく過ごせる。

質問

学校には，自分のことを理解してくれる先生がいる。

学校には，自分が間違いや失敗しても，きちんと訳を聞
いてくれる先生がいる。

頭が痛くなるときがある。

気分が悪くなることがある。

学級のみんなと一緒に学校行事に参加したり，活動した
りするのは楽しい。

学習した内容をきちんと理解するための，自分なりの
学習の仕方がある。

他人から好かれている方だと思う。

友達から物を隠されたり，暴力を振るわれたりしてつ
らい思いをすることがある。
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この学級の一員でよかったと思うことがある。

学校の先生たちは，自分に対してみんなと同じように公
平に接していると思う。

学
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授業中は，先生の話をよく聞いている。
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学校には，自分の悩みや本当の気持ちを話せる友達
がいる。

学校には，気軽に話せる友達がいる。

友達から悪口を言われたり，無視されたりしてつらい
思いをすることがある。

学校には，悩みや心配を相談できる先生がいる。

委員会活動や係(当番）活動での自分の仕事は，みんな
の役に立っていると思う。

学校行事の計画や準備をやり遂げたとき，「よくがんばったな

あ」「よくやったなあ」と思うことがある。

自分には，自分なりのよいところがあると思う。

授業中に「できた」「わかった」と感じることがある。

学級には，気軽に会話ができたり，遊びに誘ってくれ
たりする友達がいる。

自分が困っているときに助けてくれたり，協力してく
れたりする友達がいる。

授業中，自分から進んで学習に取り組んでいる。

おなかが痛くなったり，下痢をしたりする。
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１回目

１回目

『ＳＮＳをめぐるトラブル』への

備えの意識

気をつけている （※低いほど「気をつけていない」状態）

全く思わない

『やり取りをする相手との関係性』の

悩み・負担感

（※低いほど「とても思う」状態）

全く思わない

『ＳＮＳ利用のやり取り』の

親和性
『即レス』の

悩み・負担感

全く思わない

（※低いほど「とても思う」状態） （※低いほど「とても思う」状態）

『ＳＮＳをめぐるトラブル』への

発生後の対処の意識

気をつけている

（※低いほど

「気をつけていない」状態）
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21グループ以上

ほとんどが学校外のメン
バー

（４）

（５）

普段，利用しているＳＮＳのメンバー

普段，利用しているＳＮＳの学校内のメンバー

【　ＳＮＳの利用実態　】

（３） ＳＮＳを使い始めてからの経験年月

１回目調査 ２回目調査

（２）

（１） ＳＮＳ（メールやチャット）の利用状況

平日にＳＮＳを利用する時間

２年以上

ほぼ毎日使う

２時間以上

28 5 23

「ＳＮＳチェックシート」　－個票－

２回目 平成

1 氏名 A子 １回目 平成
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２年生の３学期にも友達とのトラブ

ルから登校しぶりがあったと聞いてい

ます。本人のコミュニケーションの取

り方に課題があるのではないかと思い

ますので，友達との関わり方を教えていき

たいと考えています。

そうなんですね。では，ちょっと

視点を変えて考えていきましょう。

この二つの質問紙から，Ａ子さんが

自分としては頑張っている，いいと思って

ところ（ストロングポイント）はどこだと

思いますか。

レーダーチャートが広がっていると

ころ，数値が高いのがストロングポイ

ントですよね。「学校楽しぃーと」で

は「学習意欲」が広がっています。特

に「授業中に『できた』，『分かった』と感

じることがある」は「４」を付けています。

そう，Ａ子さんは，気分不良を訴

えて欠席や遅刻することはあっても

全く学校に来ないわけではないです

よね。Ａ子さんは「授業中も頑張っ

ている」，「もっと分かりたい，できるよ

うになりたい」と思っていますので，この

点をうまく支援に結び付けられるといいで

すね。

Ａ子さんは，地元のＢ高校への進

学を希望しているのですが，今の成

績だとちょっと厳しいので，「この

まま休みが続くと勉強がますます分か

らなくなるよ。」と言って励ましたんです。

「２年生の３学期から学習塾に通って勉強を

頑張っている。その学習塾の友達にLINEでい

ろいろと相談している。」と本人は話してい

ました。Ａ子さんは，勉強をもっと頑張りた

いと思っていたんですね。私は，LINEでのつ

ながりが気になって，学習塾を変えたほうが

いいのではないかと思っていました。

学校での友達関係で悩んでいて,

学習塾で知り合った友達に相談して

気持ちの安定を図っていたのだとし

たら，スマートフォンの解約はあまり

良い方法とは言えないかもしれませんね。

「SNSチェックシート」から何か気付きま

せんでしたか。

「『トラブル』への備えの意識」

がストロングポイントになっていま

す。これはおそらく，学年全体で，

「SNSでのコミュニケーションの取り
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方」について，実際にネット上で炎上した例

を取り上げて授業をした結果だと思います。

やはりＡ子さんの家庭には，禁止ではなく，

SNSの使い方について協力を得ながら指導・

支援をしていきたいと思います。

その方針でいいと思いますよ。

「学校楽しぃーと」で他にストロ

ングポイントはありませんか。

「教師との関係」は広がりがみえま

すね。でも，私は，Ａ子さんを初めて

受け持ちますし，昨年まで授業も担当

していなかったので，あまり接点がな

いんですよね。

この「教師との関係」は担任の先

生だけを指すのではないんですよ。

特に中学校は教科担任制ですし,部活

動もありますからね。いずれにしても，Ａ

子さんは先生たちとの関係を「いい状態

だ」と思っています。これはＡ子さんを指

導・支援する強み（リソース）になりま

す。Ａ子さんが頑張っている，頑張ろうと

思っている「学習面」に先生たちが関わる

ことができるチャンスです。先生は友達と

の関係がよくなれば「自己肯定感」が高ま

るのではと考えたようですが，「自己肯定

感」は自分が頑張っているところ，良い状

態にあると思っているところが他者から認

められることによって高まるものです。ま

た，自分を理解してくれていると当の本人

が思っている「他者」が認めてくれるとよ

り効果的です。Ａ子さんは，先生に「勉強

で頑張っているところを認められたい」と

思っているのではないでしょうか。

そうなんですか。私がＡ子さんに

励ましのつもりで言ったことは，逆

にＡ子さんを傷付けていたのかもし

れないんですね。

私のＡ子さんのアセスメントです。

○ 友達から悪口を言われたり，無視
されたりして困っている。

○ つらくて体調が悪くなることもある。
それでも，何とか学校に登校して，勉強
を頑張ろうとしている。

○ 学習塾で新しい友達もできて，その友
達にLINEで相談すると楽しくてついつい
夜遅くまでやってしまい，朝起きられな
いこともある。

○ 朝起きられず，学校を休んだり遅刻し
たりすることもある。
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とても参考になります。Ａ子さん

は最近保健室登校になっています。

気分がよくなると教室に入ることも

あるのですが，そのまま早退すること

もあります。教室に入るときも他人の目を非

常に気にしているような気がします。昨日，

本人と面談したときは「別室登校」を希望し

たのですが，私は甘えだと思っていました。

Ａ子さんは「別室登校」を希望す

る理由を何と言っていますか。

「教室に入るのは苦しい。でも勉

強はしたい。別室だったら学校に行

ける。｣と言っていました。Ａ子さん

と話をして，別室での時間割を作ろう

と思います。

それはいいですね。Ａ子さんの勉

強したいというモチベーションを大

切にして，「できた，分かった」を

繰り返し体験させて達成感を感じるように

しましょう。そうすることで，「自己肯定

感」は高まると思われます。「友達との関

係」はどうしたらよいでしょう。

Ａ子さんは，自分一人の勝手な解

釈や思い込みが元で，周りの友達と

トラブルになるということを繰り返

しています。

個別に関われる良い機会ですか

ら，ソーシャルスキルトレーニング

（SST）を取り入れてみてはどうで

しょうか。自他を理解し，相互に認め合う

ことに重点を置いたSSTから始めていいか

もしれません。SSTは，①導入（「何をす

るか」，「なぜ必要なのか」の説明）②モ

デリング（よい・悪い見本）③リハーサル

（練習）④フィードバック⑤般化（日常生

活での定着）が基本的な流れです。特に

「導入」，「動機付け」は大切です。本人

が必要と感じていないことをやっても成果

は出にくいものです。Ａ子さんは高校への

進学意欲が強いですので，面接場面を意識

したSSTをやるのが効果的ではないでしょ

うか。ワークシートを使った「自己紹介」

のSSTがあります。

分かりました。SSTをクラス全体でも

実施してみます。

「学校楽しぃーと」，「 S N S

チェックシート」の結果から分かる

Ａ子さんの状況とそれに応じた具体

的な支援策をまとめますね。
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Ａ子さんの状況 支援策

今後，実際に実行してみて，うま

くいかなかったら，その都度修正し

てください。「うまくいっていること

は継続，うまくいかなかったことは修正す

る」を原則に，柔軟な考え方で支援に臨ん

でほしいと思います。

一人でアセスメントするとどうし

ても偏った考えになっていましたの

で，非常に参考になりました。あり

がとうございました。

児童生徒の指導・支援に当たっては，担任

だけでなく学年部等の組織でアセスメントし

たり，SC等にアセスメントを求めたりして，

より的確な見立てを行い，支援することが大

切になる。各学校で今後の取組の参考にして

ほしい。
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○ 学習意欲が高く，
「分かるようになりた
い，できるようになり
たい」という思いが強
い。

○ 先生は，自分のこと
を理解してくれている
と感じている。

● 友達関係で困り感を
感じている。

● 体調不良を訴え，遅
刻・欠席が続いている。

● 学級に居場所がない
と感じている。

○ SNS利用のトラブルへ
の対処の意識は高い。

○ 学習塾で知り合った
新たな友達とSNSでつな
がり，そのやりとりが
楽しい。

● SNSでつながった友達
とのやりとりが長時間
になり，SNSへの親和性
が強くなっている。

１ 別室での支援
を進める。希
望する高校進
学に向けて，
時間割を作成
し，個別の学
習指導を行う。

２ SSTを計画的
に行い，相手
の意見を聞き
入れ，自分の
意見も言える
力を培う。

３ スマートフォ
ンの使い方に
ついて，ルー
ルを作って守
ることも含め
て，本人・学
校・家庭が一
緒になって考
える。

○は支援する際に生かせるストロングポイント

●は支援を要するウィークポイント
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